
当院にてｒTMS 治療を受けられた患者 

さま・ご家族さまへのご案内 

 当院では、2013 年より該当する患者さまに TMS 治療を実施しております。得られた診
療情報を研究データとして取り纏めて学会等で公表する場合があります。以下の内容をお
読みになり、ご自身またはご家族がこの研究の対象者にあたると思われる方で、ご質問があ
る場合、またはこの研究に診療情報を使ってほしくないとのご意思がある場合は、遠慮なく
下記の担当者までご連絡ください。尚、お申し出による不利益は一切ありません。 

対象患者さま 

 対象は発症後２か月以上経過した脳卒中患者さまで、中等度の上肢麻痺や失語症を呈し
ている患者さま。尚、対象各人に対して rTMS の施行に伴いインフォームドコンセントと
して研究内容を口頭で十分に説明し、その内容を理解して頂いた上で同意書に署名頂くこ
とを研究参加の前提とします。理解力に障害があるなどの理由により、研究内容が十分に理
解できなかった患者さまは対象から除外致します。  
 

対象期間 

2013 年８月１日～2024 年 12 月 31 日の間に当院にて反復性経頭蓋刺激法（rTMS:                 
repetitive Transcranial Magnetic Stimulation)を受けられた患者さま 

研究課題名 

反復性経頭蓋刺激法（rTMS:repetitive Transcranial Magnetic Stimulation)を実施した脳卒
中後遺症に対する治療に関する研究 
 
 
 



研究責任者 

函館新都市病院リハビリテーション科非常勤講師 
東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座教授 小林 一成 

研究の目的 

 本研究では、脳卒中後遺症を有する中等度の片麻痺患者さまや失語症を呈している患者
さまを対象として、様々な持続時間・周波数による rTMS 治療を施行し、治療効果が最大
となる条件設定を検討すること、及び発症後２か月以上経過した脳卒中患者さまにおける
低頻度 TMS の安全性と有効性を検討することが目的となります。 

人権・プライバシー保護に関する配慮 

 本研究対象の個人情報及び検査結果などについての情報は、原則的に外部に出ることは
ありません。学会報告の際には対象から得られたデータを総括して発表するため、患者さま
個々の情報が漏出することはありません。 

問い合わせ先 

 上記に関してご不明な点や本研究への参加を辞退する場合は遠慮なくご連絡下さい。 

函館新都市病院リハビリテーション科 rTMS 担当 

門脇俊輔（かどわき しゅんすけ） 
酒井泰朋（さかい たいほう） 
電話：0138-46-1321  
メール：riha-h@yushinkai.jp 
受付時間：平日 9:00-17:00 

 

当院は患者様の自己決定権を尊重し、十分な情報提供に基づく選択をサポートいたします。 
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